車輛利益管理システムの考え方，操作・運用マニュアル
平成21年2月14日(土)

(財)埼玉県トラック協会
　
Ⅰ．車輛利益管理システムの考え方
１．５つの価値観を実現
(1)迅速性
今日，配車表を入力すると，明日には車輛別の損益（売上，原価，利益）が瞬時に計算してくれる。この計算範囲を任意に設定できるため１日単位でも，１週間でも，累計でもOKだ。この計算を約２分で処理してくれる。
昨日までの配車の成果を今日みることができる。明日から考えて配車ができる。
(2)簡便性
最初にマスタ等の設定がちょっと面倒だが一度設定してしまえば，配車係りの日々の業務をExcelに入力するだけという簡便性がある。
また，車輛売上，走行距離など当日に把握できないデータも後追い入力が可能になっている。このような未入力のデータを入力しやすいような入力の支援システムがプログラムで提供してあるので，プログラムを実行するボタンを押せば操作ができる。
Excelの達人でなくとも，普通にExcelが使えればOKだ。
(3)安価（どこにもあるExcelで処理）
　　　アクセス又はファイルメーカーといったソフトを購入する必要はない。どこの事務所にでもあるExcelで使える。Excel97　Excel2000　Excel2002　Excel2003　Excel2007の５つのバージョンに対応している。
　　　システムは埼玉県トラック協会が提供するので　“タダ”（協会の会費は支払っている‥‥）だ。
　(4)経営判断を支援
　　　いままでは，車輛別の採算が不明であったため，荷主との契約価格の交渉に使いにくかった。このシステムを使うことで，車輛１台の採算が把握できるだけでなく，一定期間（１ヶ月の範囲で任意に期間して可能）での荷主別の利益が計算できる。不採算荷主の選別，売上に応じた原価管理（使用車両やドライバーの編成）に役立つ経営情報を簡単にかつ，迅速に提供できる。
　　　また日次決算処理が可能になっている。管理諸費用（販売管理費等）まで考慮した日々の利益の把握が可能であるため，迅速な経営意思決定ができる。
　　(5)業務効率を把握
　　　配車係の本来業務はなんだろうか？　各運送会社が保有する経営資源としての，車とドライバーを効率よく日々の受注に応じて振り分けることである。
　　　しかし，この振り分け作業に追われて採算管理（利益管理）がなされていないのが実情である。それは経営資源としての　車　と　人　を効率良く振り分けた結果としての採算（売上，車輛原価，車輛利益）を日単位で車輛別に把握できて初めて　効率的かどうか　は判断できる。このシステムを上手に使うことで配車係りの本来業務ができてくる。
２．システムの前提（どのような考え方でシステムが作られているか）
①操作の簡便性（配車係りの負担軽減）を前提にしている。
②上記①が大前提であるため，売上は実際入力であるが，一番大きな変動費としての燃料費は運送距離から逆算して計算している。燃料を入れるたびに入力する必要がない。
③人件費は車輛別の決定しその都度の時間入力を省略できるようにしている。また，売上に応じた歩合給も人件費として加算できるようにした。
④車輛重量税，保険料は負担金額を固定費として計上したので，一度設定すれば自動計算してくれる。
⑤油脂費，タイヤチューブ費等についてはその都度の入力が煩雑であり，負担金額も大きくない。金額的が大きく動かない性質なので，変動費であるが，月で一定額を決定し，運行に応じて車輛別に集計した。こうすることで入力が軽減される。
⑥通行料，残業代（売上の応じて計上される残業以外）といった変動費は上記⑤と異なりその都度入力が可能にした。
　このような②～⑥の処理を前提にすることで，配車係りの負担を軽減させながら，かなり精度の高い車輛別損益，日次決算を実現した。
Ⅱ．操作・運用マニュアル
操作・運用マニュアルは４つステージごとに各ステップをわける方式で記述する。
１．マスタ関係の設定　【第一ステージ】
　最初に今回のシステムがExcel上として使用できるように（マクロボタンで動くよう），セキュリティのレベルを変更する。この変更については，Excel2003迄でと，Excel2007では操作が異なる。別紙のワードのマニュアルを参考にしてセキュリティのレベルを低に'変更しないと，Excelがボタンで動かない。
次が，CD-ROMの事例データを初期化（消去）し，各社なりのスタを登録するまでの作業。このステージはこの手順が中心となる。
ＳＴＥＰ１　事例データを削除する
　CD-ROMには操作の説明用の事例が格納されている。この事例を初期化（消去）することで当社の入力が可能になってくる。
· メニューＤ　各種処理　のボタンを左クリック
· ９９：初期化　を選択　ダイアログボックスに　９９　と入力
· こうすることで，事例データが消去される。すべて消去されると入力方法がわからなくなってしまうので，５行（例えば車輛５台）だけ残っている。残されたマスタを見ながら上書き入力を行う。
　
ＳＴＥＰ２　入力部分を区別する
　入力しなければならないセルが青で，マスタとして１度設定するとあまり修正する必要の無いセルが黄色で網掛されるようになっている。この様に計算式の部分と入力する部分を区分けしておかないと，計算式を壊してしまうことになる。
　このシステムは，起動時に全てのセルの計算式を上書きできないように保護されるようになっている。計算式を上書きするような失敗はないが，入力しなければならないセルが判らないと効率が悪い。
· メニューＡ　入力部分網掛　のボタンを左クリック
· マスタ関係は主に黄色の網掛け部分
ＳＴＥＰ３　日付と販売管理費の設定
　入力する月の休日を設定することで，１日当たりの固定費を計算している。この１日当たりの車両別の固定費を基礎に車輛原価を計算する。計算の基礎になる日数を設定するのがこのシートの役割。
　日数の設定以外に，日次決算で使用する毎日の販売管理費を設定しておくことで，車輛利益だけでなく，日単位での営業利益（概算ではあるが）が計算できる。支払利息までこの項目に設定しておくことで，日次ベースでの経常利益も計算できる。
　遅れ遅れの月次決算で経営判断をするよりも，日次での迅速な判断ができるようになってくる。
· メニュー１から，営業日の設定シートに移動し，Ｅ３　に年を入力，Ｆ３に月を入力し，Ｃ列で休日を設定する。
· Ｅ列に販売管理費の勘定科目を入力しＦ列に１ヶ月の概算金額を入力する。
· Ｅ列　Ｆ列　に支払利息概算額を入力することもできる。
ＳＴＥＰ４　会社名，燃料単価，集計範囲設定
· 設定シートのＢ１に会社名を入力することで，メニューの表示が変化する。
· Ｋ５～Ｋ８に燃料単価を入力することで，燃費マスタの燃料単価に反映される。
· Ｈ１１に集計の範囲を選択する。データが蓄積したころを見計らって日付を選択する。
· メニューＥで上記の集計が実行される。
· Ｈ１４～Ｈ１５にも集計の範囲を選択する。上記の選択と異なり，任意の一定期間の選択ができるのが特徴となっている。
ＳＴＥＰ５　スタッフの登録
　スタッフのコードと名称を登録する。スタッフマスタになっているが実質は車輛の乗務員を登録することになる。
　登録した乗務員のコードを基礎に配車表シート，運行表データで入力が行われる。
· メニュー９から，スタッフマスタシートに移動し，Ａ列にコードを，Ｂ列に氏名を入力する。
· スタッフは１００人まで登録できる。
· このシートでスタッフ毎の売上，利益も計算される。
ＳＴＥＰ６　荷主の登録
　荷主のコードと名称を登録する。
· メニュー１０から，荷主マスタシートに移動し，Ａ列にコードを，Ｂ列に荷主の名称（会社名）を入力する。
· 荷主は３００社まで登録できる。
· このシートで荷主毎の売上，利益も計算される。
ＳＴＥＰ７　車輛名と固定費の登録
　車輛ナンバー，車種，重量といった基本情報と，それぞれの車輛の固定費を設定する。この固定費を１日単位に落とし込み，固定費を集計する。
· メニュー１１から，車輛マスタ・固定費シートに移動し，Ａ列に車番，Ｂ列に車輛ナンバープレート，Ｃ列に車種やメーカ，Ｄ列に重量，Ｅ列に車輛重量税を入力する。
· Ｅ列の車輛重量税をＦ２の計算の基礎となる日数で除して（割り算して）Ｆ列の１日当たりの固定費が計算される。
· この１日当たりの固定費にＧ２の当月の稼働（営業）日数を乗じて（掛け算して）Ｇ列の今月の金額が計算される。
· Ｆ２は１年間の営業日を入力するようになってくる。毎月休みが２日だとすると，Ｆ２に入力する日数は，365－（2×12）＝340日（340と入力）となる。
· Ｈ３，Ｋ３，Ｎ３，Ｑ３も同じ要領で固定費の項目を選択して入力する。
· 固定費を月で入力する場合は，上記のような年の稼働日数ではなく，月の稼働日数を入力する。
ＳＴＥＰ８　車輛別の燃費登録
　車輛別の燃料費を入力すると入力作業が煩雑になる。この作業を軽減するために，車輛別の燃費を登録し，走行距離から逆算して，燃料費を計算する。
· メニュー１２から，車輛別燃費マスタシートに移動し，Ａ列に車番，Ｃ列に燃料の種類，Ｅ列に１リットル当たりの走行距離を入力する。
· Ａ列の車番を入力すると，Ｂ列の車輛№が，Ｃ列の燃料を選択すると，Ｄ列の単価が表示される。この燃料及び単価は，ＳＴＥＰ４で設定シートに登録した内容が反映される。
· Ｆ列の走行距離と，Ｇ列の燃料費は自動計算される。
ＳＴＥＰ９　車輛別の人件費登録
　車輛別に作業時間（運転等の拘束時間）を入力し，給料を時給に換算して計算するとかなり正確な人件費が計算できる。しかし，配車係の業務を考えるとこのような時間単位の入力は無理があるし，ドライバーに作業時間の日報の提出を求めるのも難しい。そこでこのシステムでは，車輛毎に標準となる人件費を登録することで迅速な計算を実現している。
  人件費は，車輛別月額の固定費と，売上高に対して一定の割合（歩合）で計上する変動費と，配車表（又は運行データ）で直接入力する残業代で計算される。このシートでは月の固定費と変動費（歩合）を設定する。
· メニュー１３から，車輛別人件費マスタシートに移動し，Ａ列に車番（Ｂ列に車輛№が表示される），Ｃ列１ヶ月の固定給料を入力すると，Ｄ３に表示されている稼働日（この稼動日は 営業日の設定シートで設定した）からＤ列に１日の人件費が計算される。
· Ｅ列には１ヶ月の人件費が計算される。基本的にＣ列とＥ列は同額になるが，端数処理の関係で若干異なる。金額的の大きな差異は発生しないので無視している。
· Ｇ列の売上高，Ｈ列の変動人件費，Ｉ列の人件費合計は自動計算される。
ＳＴＥＰ１０　油脂費等の変動費登録
　油脂費等の変動費は，①その都度入力するのが煩雑なこと，②金額的に軽微で変動が少なことを考慮して，変動費であるが，固定費と同様に１ヶ月の金額を設定して稼働に応じて計算している。
· メニュー１４から，月で発生を固定する変動費マスタシートに移動する。
· Ｃ３～Ｋ３から，それぞれの変動費項目を選択する。
· Ａ列に車番（Ｂ列に車輛№が表示される），Ｃ列に１ヶ月の金額を入力する。
· Ｄ２セルに設定日数を入力すると，Ｄ列に１日の金額が計算される。
· Ｈ２セルの今月の日数を基準にして，Ｅ列の今月の金額が計算される。
· Ｄ２セルは１ヶ月基準なので３１と入力すればよいだろう。
· Ｃ～Ｅ列と同じ要領で，Ｆ～Ｋ列を設定する。
２．データの入力　【第二ステージ】
　マスタの設定が少し面倒だったが，データの入力は簡単にできる。配車表で入力したデータをそのままプログラムで，運行データシートに移動する。この移動された運行データシートの実績運行データで車輛別損益等が計算される。
  第二ステージはこの入力作業の手順が中心になる。
ＳＴＥＰ１１　入力部分を区別する
　ＳＴＥＰ２ の 入力部分を区別する と同じ処理。ただし，第二ステージは主に緑の網掛け部分に入力を行う。
· メニューＡ　入力部分網掛　のボタンを左クリック
· データ関係は主に青色の網掛け部分
ＳＴＥＰ１２　配車表での入力
　ＳＴＥＰ１２で記述したが，実際はＳＴＥＰ１５まで終了後に入力することになる。
· メニュー２から，配車表シートへ移動する。
· 最初のＡ３～Ｃ３の年月日を選択する。この日付を基準に，運行データシートにデータが移動される。日付未入力だと，データが移動されないので注意。
· Ｂ列に車番を入力すると，Ｃ～Ｅは自動表示される。
· Ｆ列にドライバーコード（スタッフコード）を入力すると，Ｇ列は自動表示される。
· Ｈ列に便名を数字で入力する。１と入力すると 第１便 と表示される。
· Ｉ列に荷主コードを入力すると，Ｊ列が自動表示される。
· Ｋ～Ｔまでの売上，運行距離を入力する。
· 売上と走行距離は必須入力項目になっているため，入力されない場合はクリーム色で網掛けされる。
· 配車表で入力できない場合は，運行データシートで入力することが可能になっている。
· 後になって配車表や，運行データシートで確認する必要があるデータについては，Ｕ列の暫定チェックに，数字を入力しておく。入力している担当者が区分できれば，どのような数字でもかまわない。
ＳＴＥＰ１３　変動費名の設定
　Ｑ４～Ｓ４が変動費１～変動費３と設定してある。この変動費名称をそのまま使用してもかまわないが，各社なりに変更することも可能である。
· Ｑ４～Ｓ４の３つのセルに自社なりの変動費名称を設定する。
· この名称が，運行データシートに反映される。
ＳＴＥＰ１４　運行データへコピー後削除の選択
　配車表のデータを運行データへコピーした後で，配車表の全てのデータを消去すると，毎日発生する特定荷主の入力等を日々行わなければならず面倒だ。データをコピーした後で，配車表の元データ削除するかどうかを決めることができる。
  以下の手順をおこなった列については，データコピー後，配車表の元データが削除されないで残ってくる。
· 1行目に 消去 という表示されるいくつかのセルが用意されている。このセルをクリックしてプルダウンメニューから 削除 を選択すると，赤で反転して黄色のフォントで表示される。この状態の列は配車表から，運行データへデータをコピーした後でも元データは削除されない。
· 消去 が用意されているセルは黄色で反転表示されている。Ｂ１，Ｆ１，Ｈ１，Ｉ１，Ｋ１～Ｕ１となっている。
· 消去 の選択を解除する場合は，消去 セルの上で Delete キーを押して，消去 を削除する。
ＳＴＥＰ１５　配車表の表示選択
· 配車表で不要な列は，[ 隠す ] 　のボタンを左クリックすると非表示になってくる。
· 表示をするときは，[ 入力を支援する各種処理を実行 ]　のボタンを左クリックしてメニュー１：全ての列を表示します（１と入力）を選択する。
ＳＴＥＰ１６　入力の支援
[ 入力を支援する各種処理を実行 ]　のボタンを左クリックすると，以下の支援メニューが実行できます。
· 1 :全ての列を表示します‥‥ [ 隠す ] で隠した列を全て表示します。
· 2 : フィルタ設定‥‥フィルタ機能を設定します。自由にデータを検索できます。
· 3 : フィルタ解除‥‥フィルタ機能を解除します。下の４，６，７，８，９，１０のメニューの解除もこの処理です。
· 4 : 車番（B列）が空白以外のデータ表示‥‥入力されているデータだけ表示します。
· 5 : 　　　〃　　　　のみ印刷‥‥入力されているデータだけ印刷します。
· 6 : ドライバーコード（F列）が空白以外のデータ表示‥‥ドライバーコードが入力されているデータだけ表示します。
· 7 : 荷主コード（I列）が空白以外のデータ表示‥‥荷主コードが入力されているデータだけ表示します。
· 8 : 売上（M列）が空白（未入力）データ表示‥‥売上未入力のデータだけ表示します。
· 9 : 走行距離（O列）が空白以外のデータ表示‥‥走行距離未入力のデータだけ表示します。
· 10 : 暫定チェック列（U列）が空白以外のデータ表示‥‥暫定チェック列に数字が入力されているデータだけ表示します。
· 11 : ナンバーを付け直す‥‥並べ替えた後で，ナンバーをつけなおします。通常はあまり使いません。
· 99 : このシートだけ消去‥‥入力を間違えた場合に消去します。配車表の全てが消去されますので注意して下さい。
· 上記以外に[ 売上未入力検索 ]  [ 走行未入力検索 ]  [ 暫定検索 ]  [ フィルタ解除 ] のボタンが用意されています。メニューを開くのが面倒なので，いつも使う入力支援メニューはボタンで用意しました。
· [ 売上未入力検索 ] ＝ 8 : 売上（M列）が空白（未入力）データ表示 と同じ。
· [ 走行未入力検索 ] ＝走行距離（O列）が空白以外のデータ表示 と同じ。
· [ 暫定検索 ] ＝ 10 : 暫定チェック列（U列）が空白以外のデータ表示 と同じ。
· [ フィルタ解除 ] ＝ 3 : フィルタ解除 と同じです。
· ４行目に配置してある ↓ でデータが並び変わります。
ＳＴＥＰ１７　入力終了
· [ 運行データへコピー ]　のボタンを左クリックすると，配車表のデータが運行データにコピーされ，消去 を選択している列のデータが削除されます。
· Ａ３～Ｃ３に 年 月 日 のいずれかのデータが抜けていても，運行データシートにデータは移動しません。
ＳＴＥＰ１８　追加入力
全ての情報が配車表で入力できるとは限りません。売上や走行距離がわかるのは，翌日の場合もあるし，数日たってからわかる場合もあります。こういった，当日入力ができない情報は，運行データシートで入力します。
· メニュー３から，運行データシートへ移動します。
· Ｐ列の売上，Ｒ列の走行距離は大事なデータです。未入力であることを強調するために，未入力セルは赤で反転しています。入力すると赤の反転は解除されます。
· [ 入力を支援する各種処理を実行 ]　のボタンを左クリックすると，以下の支援メニューが実行できます。
· 2 : フィルタ設定‥‥フィルタ機能を設定します。自由にデータを検索できます。
· 3 : フィルタ解除‥‥フィルタ機能を解除します。下の４，６，７，８，９，１０のメニューの解除もこの処理です。
· 4 : 車番（E列）が空白以外のデータ表示‥‥入力されているデータだけ表示します。
· 6 : ドライバーコード（I列）が空白以外のデータ表示‥‥ドライバーコードが入力されているデータだけ表示します。
· 7 : 荷主コード（L列）が空白以外のデータ表示‥‥荷主コードが入力されているデータだけ表示します。
· 8 : 売上（P列）が空白（未入力）データ表示‥‥売上未入力のデータだけ表示します。
· 9 : 走行距離（R列）が空白以外のデータ表示‥‥走行距離未入力のデータだけ表示します。
· 10 : 暫定チェック列（X列）が空白以外のデータ表示‥‥暫定チェック列に数字が入力されているデータだけ表示します。
· 11 : ナンバーを付け直す‥‥並べ替えた後で，ナンバーをつけなおします。通常はあまり使いません。
ＳＴＥＰ１９　未入力の売上，走行キロを入力
· 上記以外に[ 売上未入力検索 ]  [ 走行距離未入力検索 ]  [ 暫定検索 ]  [ フィルタ解除 ] のボタンが用意されています。メニューを開くのが面倒なので，いつも使う入力支援メニューはボタンで用意しました。
· [ 売上未入力検索 ] ＝ 8 : 売上（P列）が空白（未入力）データ表示と同じ。
· [ 走行距離未入力検索 ] ＝走行距離（R列）が空白以外のデータ表示 と同じ。
· [ 暫定検索 ] ＝ 10 : 暫定チェック列（X列）が空白以外のデータ表示 と同じ。
· [ フィルタ解除 ] ＝ 3 : フィルタ解除 と同じです。
· ４行目に配置してある ↓ でデータが並び変わります。
３．データの出力　【第三ステージ】
データの出力は非常に簡単です。処理ボタンを押すと，Excelが自動的にプログラムを実行し計算してくれます。
通常Excelは自動計算機能が設定されています。自動計算機能とは，セルに入力した結果を瞬時に計算して表示する機能です。通常Excelを使う場合はこの機能が当たり前ですが，今回のシステムのように４，０００行のデータを複数のシート（車両別売上，日次決算等）で計算すると，入力した瞬間に４，０００行×複数のシートでの計算を実行するため，１行入力すると，１０秒～２０秒ほどかかってしまいます。これでは迅速な入力ができません。そのため，計算式が重い部分（時間がかかる部分）は，プログラムで計算するように作られています。
こんな関係で，出力の前提となる計算処理は，以下のボタンを押してから1分～５分（パソコンの新旧，機能によって処理時間が異なる）かかります。
ＳＴＥＰ２０　集計期間の設定   ＳＴＥＰ２１　集計実行
２つの集計方法が用意されています。第一が，１日から指定日まで集計。この集計方法を １ヶ月の推移集計 としました。第二が任意の一定期間の集計。この集計方法を 期間指定集計 としました。それぞれについて，設定シートで期間が設定できるようになっています。
· １ヶ月の推移集計  設定シートのＨ１１セルのプルダウンメニューから選択できます。
· 集計処理は メニューＥを左クリックします。この処理で集計されるシートの名称が一時的に緑で反転表示され，集計終了後にもとの状態（網掛け無し）に戻ります。
· 期間指定集計  設定シートのＨ１４～Ｈ１５のプルダウンメニューから選択できます。
· 期間指定集計で設定した開始日が終了日より後になった場合はセルが赤で反転します。
· 集計処理は メニューＦを左クリックします。緑の反転表示は上記同様です。
· 上記のプルダウンメニューには，営業日の設定シートでの設定結果が反映されます。
· 上記２つの処理を一気に実行する場合は，メニューＧを左クリックします。
· メニューＧは Vista のExcel2007で約１分３０秒の処理時間がかかります。パソコンの性能によって処理時間が １分～５分の必要になります。
４．翌月以降使用する　【第四ステージ】
このシステムは初期化すれば同じExcelのファイルで使い続けることが可能ですが，過去の損益もう一度確認したい。１ヶ月ではなく数ヶ月又は１年程度把握したいといったニーズにこたえるためにも，毎月新しいシステムを使って処理したほうが良いでしょう。
ちなみに数ヶ月～１年程度の集計は，ちょっとしてExcelの技術があれば手操作で簡単にできます。ただし，この操作は過去の運行データが蓄積されたシートの存在を前提にしています。
また，システムを壊してしまった場合でも，数ヶ月前のシステムがあれば月次初期化をすればすぐに新しいものとして使えるので，その意味でも毎月新しいシステムを使い，終了した月のデータはバックアップしておくべきでしょう。
ＳＴＥＰ２２　シートを保存     ＳＴＥＰ２３　新しいシートを保存
· システムを使い始めるときに，対象月をファイル名にして保存します。
· 例えば，事例のシステムを消去して，マスタ等の設定が終了したときに以下の名称を付したファイル名にします。
· 090214 車輛別利益管理システム Ver2.1 です。頭の 09 は2009年を表し，次の02は2月を表します。14は14日ということになります。2009年3月の場合は 090301車輛別利益管理システム Ver2.1 とします。数字は半角で入力します。
· このようにするとファイルが順番に並んできます。
· システム使用が終了した時点で， 090228車輛別利益管理システムVer2.1 とするともっとよいでしょう。 28は入力データの最終日(2月の場合は最終日が28なので28とします。大の月は31，小の月は30になります。
· ファイルの先頭は 09年02月 でもよいでしょう。2009とする必要はありません。この資料を見ている皆さんはキット石の下にいますから‥‥。
· 私は昭和の元号を使って失敗しました。平成も止したほうがよいでしょう。そういう意味も込めて西暦の下２桁をファイルの頭にしています。
ＳＴＥＰ２４　データを消去する
· メニューＣ から １：月次初期化 を選択（１と入力）すると，配車表，運行データの各シートのデータは消去されています。マスタ等は消去されていません。
· 月次初期化終了後，上記の要領で新しいExcelファイルを作ります。
以上
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